














要約: 

我々は在日外国人の母子保健の現状について、種々の面から調査検討した結果、その対策

について大要次のような提言を行なうものである。 

1)在日外国人の大部分を占める法的に問題のないいわゆる登録外国人の母子保健の現状は、

日本人と比較して大差はないようであるが、行政上なお情報伝達その他の点で改善すべき

点が少なくない。とくに夫婦とも外国生まれで来日後まもなく妊娠・分娩を経験し、日本

語理解も不十分なものと、外国で分娩するものは、外国人母子保健の対策の重点対象とす

べきである。 

2)我々の行なった妊娠出産の実態調査の結果、不法滞在者の医療の問題点がかなり明らか

になったが、その根本的原因は国の基本政策に関わるものであり、問題の解決は容易では

ない。しかし、少数ではあるが民間組織(NGO)で自主的な支援活動がなされており、徐々に

ではあるが、地域での連帯が形成されつつある。今後行政がそれを支援するというかたち

での前進を望むものである。 


